
新潟県立柏崎総合高等学校いじめ対応マニュアル

2021年4月1日～
 8月25日追記



いじめ認知対応委員会 校　長 教頭 いじめ対策推進教員 生徒指導主事 年次主任 学級担任 副　任 関係の深い教職員
（部活動顧問等） 養護教諭 その他

　解消の判断
　　 ★ 被害生徒に対する心理的・物理的影響を与えていない状態が３か月続くまで継続
　  ★ 被害生徒が苦痛を感じていないこと（本人及び保護者に面談等により確認する）

　継続的な見守り
　　・定期的なアンケートや面談を実施し、状況を把握
　　・再発防止の取組（生徒の内面化を図る取組）

「第１次判断」後の共通対応マニュアル

　全教職員によるいじめ対応
　・再発防止に向けて、全教職員への見守りと情報提供の依頼
　・必要に応じて「学校いじめ認知対応委員会」のメンバーを拡大し、随時招集・開催
　いじめ対応（指導・支援）の検証・修正
　・定期的に「学校いじめ認知対応委員会」を招集・開催し、対応状況の報告を受け、確認

　いじめに係る生徒・保護者対応
　　・解消に向けた継続指導と観察
　　・生徒や保護者の状況をいじめ対策推進教員に報告
　　・定期的なアンケートや面談を実施し、状況を把握
　　・再発防止の取組（生徒の内面化を図る取組）

　

　いじめ認知対応委員会
　の開催
　・いじめ対策推進教員が会議
　　資料を準備
　➡「生徒指導記録」の活用
　・いじめの｢認知｣｢重大事態｣
　　の組織判断
　➡①県教委（生徒指導課）
　　　　　への速報・報告
　　②調査組織を設置
　　③基本調査の実施
　・対応の検討（支援・指導体制
　　と方針、SCやSSW、スクール
　　ロイヤー、警察等の外部連携）
　・対応状況（生徒や保護者の
　　状況）の確認
　・対応（指導・支援）の検証、修正

　方針の決定
　・いじめ認知対応委員会開催の判断、招集指示
　・当面の生徒・保護者対応（初期対応）の判断、指示
　・いじめの認知（仮判断）

　いじめを受けた生徒と行った生徒、関係
　生徒からの聴き取り内容の照合確認
　（事実確認）
　・いじめ対策推進教員は、聴取記録を整理・集約
　・聴取した情報をその都度集約し、照合
　・再聴取の判断、正確な事実の確認、実態の把握

　教職員の情報共有
　①いじめを受けた生徒・行った生徒に深くかかわる教職
　　員への周知
　　(教科担任・部活顧問への見守り・情報提供依頼)
　②全教職員への事案と対応状況の周知

 【関係機関連携】
  ★ 犯罪性が疑われる事案に関しては、警察との連携
  ★ ＳＣやＳＳＷ、スクールロイヤーの活用
  ★ ＰＴＡ役員への説明、ＰＴＡへの協力依頼

　いじめを受けた生徒の保護者への連絡
　　・生徒への対応当日に、事実を説明し見守りを依頼

　いじめを受けた生徒から聴き取りをする　※必ず複数で対応する
☆　聴き取りの初めに「必ず守り抜く」ことを伝え、安心して相談できるようにする
☆　いじめを受けた生徒の話にうなずくなど共感的に聴き、立場や心情を理解する
☆　事実（５Ｗ１Ｈ）を、一つ一つ確認して、正確に記録する　➡　「生徒指導メモ」の活用
☆　「よく話してくれた」「あなたは悪くない」等、勇気を認めて、自信を取り戻せるよう言葉掛けをする
☆　聴き取りの最後に「いつでも相談にのるよ」「今日のことについて、また一緒に話をしよう」と見守り続ける
　　メッセージを伝える

　 いじめを行ったとされる生徒からの聴き取り（対象生徒が複数の場合は、個別に

　　同時進行）※必ず複数で対応する
☆　聴き取りの初めは「いじめ」という言葉を用いずに、中立的な立場
☆　事実（５Ｗ１Ｈ）を、一つ一つ確認して、正確に記録する　➡　「生徒指導メモ」の活用
☆　いじめに至る背景や心情を理解する（ただし、行った行為の正当化や責任転嫁を認めない）
☆　「あの時どうすればよかったのか」「今後はどうするのか」を問い、いじめが繰り返されないようにする

　
　関係生徒（観衆や傍観者）からの聴き取り　※必ず複数で対応する
☆　聴き取りの初めに、秘密は守ることを伝える
☆　観衆や傍観者であったことを責めず、事実を話すことは人（被害・加害生徒）を救う行為であることを伝える
☆　事実（５Ｗ１Ｈ）を、一つ一つ確認して、正確に記録する　➡　「生徒指導メモ」の活用
☆　観衆や傍観者となっていた背景や心情を理解しつつ、自身の言動や態度を考えさせ、いじめを許さない気持ちをもたせる

　いじめを行ったとされる生徒の保護者への連絡
　　・正確な事実を説明し、学校の指導に協力を依頼

第１次判断

（対応の指示）



学校いじめ対策組織 校　長 教頭 いじめ対策推進教員 学年主任 学級担任 副　任 関係の深い教職員
（部活動顧問等） 養護教諭 その他

学校いじめ対策組織 校　長 教頭 いじめ対策推進教員 学年主任 学級担任 副　任 関係の深い教職員
（部活動顧問等） 養護教諭 その他

事
案
対
処

事
案
処
理

本人・保護者からの訴えや相談への対応

未
然
防
止

①いじめに係る相談体制の整備
・ＰＴＡ役員に相談体制の説明と協力依頼

②「いじめ相談担当の窓口」を周知
　「各種相談窓口」及び「いじめＳＯＳポスト」を
　　周知(R3.8追記)

 ⑤訴えや疑いを確認

  　（情報共有）
 ・ 訴えた保護者への連絡（途中経過）

　　(R3.8追記)

【相談窓口】
④訴えや疑い
  を把握

早
期
発
見

　　　　　　　　　　　　　③生徒本人や保護者からの訴えや相談
　　　　　　　　　　　　　    ・生徒本人や保護者からの聴き取り（５Ｗ１Ｈ）

教職員が発見したいじめへの対応

未
然
防
止

　①生徒理解の研修会の企画　➡　運営
　　　・年度初めに、全教職員で生徒指導に関する前年度の引き継ぎ情報を確認
　　　・長期休業前後に、全教職員で生徒の生徒指導に関する情報を把握
　　 ・計画的な生徒理解に関する研修会の実施

　　　　　　②ハイリスクや特性のある生徒、悩みを抱える生徒等を把握
　　　　　　　　　・教育相談や、周囲の生徒からの情報の共有
　　　　　　　　　・生徒理解の研修会や、生徒指導部会での情報の共有
　　　　　　　　　・心配な生徒の保護者への連絡（家庭での様子の把握）(R3.8追記)

早
期
発
見

　⑤訴えや疑いを確認
 　　（情報共有）

④訴えや疑い
  を把握

　　　　　　　　　　③いじめの疑いのある行為や生徒の様子の変化への気付き
　　　　　　　　　　　・気になる生徒に声を掛け、様子を把握する
　　　　　　　　　　　・暴力行為等が見られる場合、即、止める
　　　　　　　　　　　・教育環境（掲示物、下駄箱、ロッカー、机等）や持ち物などへのいたずらは写真を撮る等、記録する
　　　　　　　　 ・心配な生徒の保護者への連絡（情報提供）(R3.8追記)

第１次判断

（対応の指
示）

第１次判断

（対応の指示）



いじめ防止対策委員会 校　長 教頭 いじめ対策推進教員 生徒指導主事 年次主任 学級担任 副　任 関係の深い教職員
（部活動顧問等） 養護教諭 その他

いじめ防止対策委員会 校　長 教頭 いじめ対策推進教員 生徒指導主事 年次主任 学級担任 副　任 関係の深い教職員
（部活動顧問等） 養護教諭 その他

ネットいじめの訴えや情報提供の対応マニュアル

⑤訴えや疑いを確認
 　（情報共有）

④訴えや疑い
  を把握

　②情報モラルについて指導
　　・学級や部活動で個人情報に関する指導
　　・ＳＮＳ教育プログラムの実施
　　・情報科、公民科での指導
　　・保護者への注意喚起

　①ネットいじめに関する研修会の企画　➡　運営
　　・ＳＮＳ教育プログラムの教職員への周知（研修の実施）
　　・ネット（ＳＮＳ）いじめの特徴（なりすまし投稿による誹謗中傷　等）
　　・ネット（ＳＮＳ）いじめの対応（保護者や関係機関との連携　等）
　　・保護者への啓発活動（文部科学省のあんしんネットとの取組　等）

　③生徒や保護者からの情報提供
　　・情報提供者から複数で聴き取り
　　・ネットトラブル状況の確認（証拠画面の保存）

アンケートからの訴えへの対応マニュアル

 ①アンケートの作成、実施方法の検討　➡　実施
　　・前回実施のアンケートの評価
　　・記名式・無記名式、実施方法（教室または自宅）
　　・アンケートの実施後の対応（教育相談の計画等）

②アンケート用紙の配付・回収
・アンケート実施の保護者への周知

④訴えや疑い
　を把握

　③複数の教職員によるダブルチェック
　・アンケート用紙の回収当日に必ず内容を確認
　・訴えや疑いのあるものは、即、いじめ対策推進教員に報告
　・記載生徒に複数で確認
　・アンケート用紙はすべて推進教員に提出

⑤訴えや疑いを確認
　（情報共有）
⑥アンケート原本の保管
　（５年保存）

事
案
対
処

未
然
防
止

早
期
発
見

事
案
対
処

未
然
防
止

早
期
発
見

第１次
判断

（対応
の指
示）

第１次判断

（対応の指示）
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